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1．はじめに

図 1: 光蓄電極の基本構造：多孔膜をベー
スとした発電層と蓄電層の 2層構造．

我々は，単一電極で光電変換と蓄電を行う光蓄電池を研
究している．電極は図 1に示すように発電層を半導体多孔
膜，蓄電層を導電性高分子との複合膜とした光蓄電極を用
いており，光照射時にアニオンを放出して蓄電するTiO2

多孔膜をベースとした n型光蓄電極を主に研究してきた．
更に光蓄電池の効率を上げるためには，対極をアニオン
吸蔵で蓄電できる p型光蓄電極としたロッキングチェア
型光蓄電池とすることが望ましい．そこで，地球上に豊
富で安価な p型半導体材料である銅酸化物 (CuxO)を用
いた p型光蓄電極の開発に取り組んでいる．
2．実験方法

図 2: CuxO膜の光による電極電位の変化．

CuxO 膜は，Cu2O 粉末と精製水を撹拌したペース
トを FTO 透明電極上にスキージ成膜し，大気中にて
400度で 1時間焼成して得た．この CuxO 膜を作用極，
Ag/AgCl電極を基準極，FTOを対極とし，電解液には
1 M 硫酸ナトリウム水溶液，光源には疑似太陽光を用
いた．
まず，光による電極電位の変化を測定し，p型電極と
して安定して機能するかを調べた．次に，このCuxO膜
に蓄電材としてポリピロール (PPy)を電着し，定電流で
アニオンを脱ドープさせた後に光照射を行い，このとき
の電位変化からアニオンドープ量を見積もった．

図 3: アニオンドープに伴う電極電位の変
化：(a) CuxO–PPy膜と (b) CuxO単膜．

3．結果と考察
CuxO膜は，図 2のように光起電力が 120 mV程度の

安定な p型電極となる．このCuxOとPPyの複合膜の脱
ドープ後の光による電位変化を図 3(a)に示す．ドープ進
行に伴う電位上昇は，光により促進されており，単膜で
ある図 3(b)と比較すると PPyと共存することで電位変
化が遅くなっている．これらの結果は，PPyによるアニ
オン吸蔵とその速度が光により促進されることを示唆し
ており，CuxO–PPy複合膜は p型光蓄電極として機能し
ていると考えられる．
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